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高鍋町告示第11号 

 令和４年第１回高鍋町議会定例会を次のとおり招集する。 

    令和４年２月25日 

                              高鍋町長 黒木 敏之 

１ 期 日  令和４年３月３日（木） 

２ 場 所  高鍋町議会議場 

──────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

田中 義基君          永友 良和君 

八代 輝幸君          松岡 信博君 

青木 善明君          黒木 博行君 

黒木 正建君          古川  誠君 

中村 末子君          春成  勇君 

日髙 正則君          杉尾 浩一君 

後藤 正弘君          緒方 直樹君 

──────────────────────────────── 

○３月７日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○３月11日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○３月17日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○３月18日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○３月22日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

 

──────────────────────────────── 
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────────────────────────────────────────── 

令和４年 第１回（定例）高 鍋 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                           令和４年３月３日（木曜日） 

────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                       令和４年３月３日 午前10時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 諸報告 

      （１）議長の会務報告 

      （２）例月現金出納検査結果報告 

      （３）定期監査結果報告 

      （４）町長の政務報告 

 日程第３ 町長の施政方針 

 日程第４ 会期の決定 

 日程第５ 議案第６号 専決処分の承認を求めることについて（専決第３号）［令和３年

度高鍋町一般会計補正予算（第１６号）］ 

 日程第６ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦について 

 日程第７ 諮問第２号 人権擁護委員の推薦について 

 日程第８ 諮問第３号 人権擁護委員の推薦について 

 日程第９ 諮問第４号 人権擁護委員の推薦について 

 日程第10 議案第７号 令和３年度高鍋町一般会計補正予算（第１７号） 

 日程第11 議案第８号 令和３年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

 日程第12 議案第９号 令和３年度高鍋町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

 日程第13 議案第10号 令和３年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第14 議案第11号 令和３年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 日程第15 議案第12号 令和３年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算

（第２号） 

 日程第16 議案第13号 町道路線の認定について 

 日程第17 議案第14号 高鍋町工業用地造成事業特別会計設置条例の廃止について 

 日程第18 議案第15号 高鍋町消防団条例の一部改正について 

 日程第19 議案第16号 高鍋町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 日程第20 議案第17号 高鍋町国民健康保険税条例の一部改正について 

 日程第21 議案第18号 高鍋町高齢者等多世代交流拠点施設の設置及び管理に関する条

例の一部改正について 

 日程第22 議案第19号 高鍋町議会議員及び高鍋町長の選挙における選挙運動の公費負

担に関する条例の一部改正について 
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 日程第23 議案第20号 令和４年度高鍋町一般会計予算 

 日程第24 議案第21号 令和４年度高鍋町国民健康保険特別会計予算 

 日程第25 議案第22号 令和４年度高鍋町後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第26 議案第23号 令和４年度高鍋町下水道事業特別会計予算 

 日程第27 議案第24号 令和４年度高鍋町介護認定審査会特別会計予算 

 日程第28 議案第25号 令和４年度高鍋町介護保険特別会計予算 

 日程第29 議案第26号 令和４年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計予算 

 日程第30 議案第27号 令和４年度西都児湯固定資産評価審査委員会特別会計予算 

 日程第31 議案第28号 令和４年度高鍋町水道事業会計予算 

──────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 諸報告 

      （１）議長の会務報告 

      （２）例月現金出納検査結果報告 

      （３）定期監査結果報告 

      （４）町長の政務報告 

 日程第３ 町長の施政方針 

 日程第４ 会期の決定 

 日程第５ 議案第６号 専決処分の承認を求めることについて（専決第３号）［令和３年

度高鍋町一般会計補正予算（第１６号）］ 

 日程第６ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦について 

 日程第７ 諮問第２号 人権擁護委員の推薦について 

 日程第８ 諮問第３号 人権擁護委員の推薦について 

 日程第９ 諮問第４号 人権擁護委員の推薦について 

 日程第10 議案第７号 令和３年度高鍋町一般会計補正予算（第１７号） 

 日程第11 議案第８号 令和３年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

 日程第12 議案第９号 令和３年度高鍋町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

 日程第13 議案第10号 令和３年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第14 議案第11号 令和３年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 日程第15 議案第12号 令和３年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算

（第２号） 

 日程第16 議案第13号 町道路線の認定について 

 日程第17 議案第14号 高鍋町工業用地造成事業特別会計設置条例の廃止について 

 日程第18 議案第15号 高鍋町消防団条例の一部改正について 

 日程第19 議案第16号 高鍋町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 
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 日程第20 議案第17号 高鍋町国民健康保険税条例の一部改正について 

 日程第21 議案第18号 高鍋町高齢者等多世代交流拠点施設の設置及び管理に関する条

例の一部改正について 

 日程第22 議案第19号 高鍋町議会議員及び高鍋町長の選挙における選挙運動の公費負

担に関する条例の一部改正について 

 日程第23 議案第20号 令和４年度高鍋町一般会計予算 

 日程第24 議案第21号 令和４年度高鍋町国民健康保険特別会計予算 

 日程第25 議案第22号 令和４年度高鍋町後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第26 議案第23号 令和４年度高鍋町下水道事業特別会計予算 

 日程第27 議案第24号 令和４年度高鍋町介護認定審査会特別会計予算 

 日程第28 議案第25号 令和４年度高鍋町介護保険特別会計予算 

 日程第29 議案第26号 令和４年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計予算 

 日程第30 議案第27号 令和４年度西都児湯固定資産評価審査委員会特別会計予算 

 日程第31 議案第28号 令和４年度高鍋町水道事業会計予算 

──────────────────────────────── 

出席議員（14名） 

１番 田中 義基君       ２番 永友 良和君 

３番 八代 輝幸君       ５番 松岡 信博君 

６番 青木 善明君       ７番 黒木 博行君 

８番 黒木 正建君       10番 古川  誠君 

11番 中村 末子君       12番 春成  勇君 

13番 日髙 正則君       14番 杉尾 浩一君 

15番 後藤 正弘君       16番 緒方 直樹君 

──────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

──────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

──────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

議会事務局長 徳永 惠子君   事務局長補佐 岩佐 康司君 

議事調査係長 橋本 由香君                 

──────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 黒木 敏之君   副町長 ………………… 稲井 義人君 

教育長 ………………… 島埜内 遵君   農業委員会会長 ……… 坂本 弘志君 

代表監査委員 ………… 森  弘道君                      
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総務課長兼選挙管理委員会事務局長 ……………………………………… 野中 康弘君 

財政経営課長 ………… 飯干 雄司君   建設管理課長 ………… 長友 和也君 

農業政策課長 ………… 渡部 忠士君   農業委員会事務局長 … 杉  英樹君 

地域政策課長 ………… 日高 茂利君                      

会計管理者兼会計課長 ……………………………………………………… 鳥井 和昭君 

町民生活課長 ………… 鳥取 和弘君   健康保険課長 ………… 川野 和成君 

福祉課長 ……………… 杉田 将也君   税務課長 ……………… 宮越 信義君 

上下水道課長 ………… 吉田 聖彦君   教育総務課長 ………… 横山 英二君 

社会教育課長 ………… 山下 美穂君                      

──────────────────────────────── 

午前10時00分開会 

○議長（緒方 直樹）  おはようございます。只今から令和４年第１回高鍋町議会定例会を

開会いたします。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 この際、議会運営委員会の報告を求めます。委員長、青木善明議員。 

○議会運営委員会委員長（青木 善明君）  おはようございます。令和４年第１回定例会の

招集に伴いまして、２月２８日午前１０時より第３会議室において、議会運営委員全員、

議長、副議長はオブザーバーとして出席、執行部より副町長並びに関係課長の３名、日程

説明のため、議会事務局長と補佐の２名が出席し、議会運営委員会を開催しましたので、

報告いたします。 

 今定例会に提案されます付議事件は、人権擁護委員の推薦についての諮問が４件、専決

処分の承認を求めることについて（専決第３号）、令和３年度高鍋町一般会計補正予算

（第１６号）など補正予算が７件、町道路線の認定についてが１件、高鍋町工業用地造成

事業特別会計設置条例の廃止についてが１件、高鍋町消防団条例の一部改正についてなど

条例の一部改正が４件、高鍋町議会議員及び高鍋町長の選挙における選挙運動の公費負担

に関する条例の制定についてが１件など、条例関係が６件であります。 

 また、令和４年度高鍋町一般会計予算及び令和４年度高鍋町水道事業会計予算並びに令

和４年度高鍋町国民健康保険特別会計予算など特別会計予算が７件、予算関係が合計９件、

全部で２７件の説明を受け、特に意見はなく、議案第７号の説明資料を配付することが求

められましたので、本日配付されております。その後、議会事務局より会期日程について

の説明を受け、会期については、本日３月３日から３月２２日までの２０日間、また一般

質問は、町長の施政方針に伴い１７日と１８日の２日間に８名で行うことで、委員全員の

意見の一致を見たところであります。 

 以上、報告といたします。 

 コロナ禍の中、今定例会は長丁場となりますので、議会の円滑な運営に議員各位の御協

力を併せてお願い申し上げます。 
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────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（緒方 直樹）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、１番、田中義基議員、２番、

永友良和議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．諸報告 

○議長（緒方 直樹）  日程第２、諸報告を行います。 

 まず、議長の会務報告につきましては、別紙がお手元に配付してありますが、これによ

り朗読及び説明を省略して差し支えありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（緒方 直樹）  異議なしと認めます。したがって、議長の会務報告は、朗読及び説

明を省略します。 

 次に、例月現金出納検査結果に関する報告が提出されましたので、お手元に配付してあ

ります。 

 次に、定期監査結果報告を求めます。森弘道代表監査委員。 

○代表監査委員（森  弘道君）  おはようございます。地方自治法第１９９条第４項及び

高鍋町監査委員条例第５条の規定に基づき、定期監査を実施しましたので、監査委員２名

を代表して、監査結果を報告いたします。 

 監査の結果につきましては、令和４年２月１８日付で町長、町議会議長、教育長に報告

書を提出いたしました。 

 監査結果報告書は、皆様のお手元に配付されております。その概要について御報告申し

上げます。 

 まず第１に、監査の種類でございますが、地方自治法第１９９条第４項の規定に基づく

備品の定期監査でございます。 

 第２に、監査の対象でございますが、図書館の蔵書、美術館、歴史総合資料館の寄贈・

寄託物品及び総合体育館、消防団各部消防機庫の備品の管理状況についてでございます。 

 第３に、監査の期間でございますが、令和４年２月の４日、７日、１０日、１５日の

４日間でございます。 

 第４に、監査の着眼点及び実施内容についてでございますが、図書館の蔵書につきまし

ては図書台帳のとおり、所定の場所に保管整理されているか、美術館、歴史総合資料館の

寄贈・寄託物品については、管理簿にのっとって適正に管理されているか、総合体育館、

消防団各部消防機庫の備品については、高鍋町財務規則に基づいた分類方法により、備品

管理簿が適正に管理されているかを主眼とし、抽出による確認を含めて関係者立会いの下、

現物の照合をいたしました。 

 なお、本監査は高鍋町監査基準に基づき実施したところでございます。 



- 7 - 

 第５に、監査の結果について申し上げます。 

 図書館の蔵書につきましては、図書台帳のとおり適正に管理されていることを認めまし

た。しかし、閲覧場所は、依然として狭い状態であり、今後とも保管に関する定めを制定

することを含めて、課題の解消に取り組む必要があるかと思われます。 

 美術館におきましては、寄贈物品、寄託物品ともに管理簿は整理され、現在高は管理簿

と一致し、正確に管理されていることを認めました。 

 歴史総合資料館の寄託物品については、管理簿及び現物は正確に管理されていることを

認めました。寄贈物品についても、管理簿が整備されておりますが、保管の在り方の検討

を要するものが見受けられましたので、期限を定めて早急に整備されるよう要望いたしま

す。 

 総合体育館、消防団各部消防機庫の備品につきましては、備品の現在高は備品管理簿と

一致し、正確かつ適正に管理されていることを認めました。特に消防機庫の備品の管理状

況につきましては、非常に管理整頓が行き届いており、いつ何どきでも出動できる体制が

整えられておりまして、使命感の高さがうかがわれました。 

 なお、今回の対象となりました図書館の蔵書冊数、美術館、歴史総合資料館の寄贈・寄

託物品の在庫数、総合体育館、消防団各部消防機庫の備品数は別表のとおりでございます。 

 以上、御報告申し上げます。 

○議長（緒方 直樹）  次に、町長の政務報告を行います。町長。 

○町長（黒木 敏之君）  おはようございます。令和３年１２月１日から令和４年２月

２８日までの主な政務について御報告申し上げます。 

 まず、高鍋町とアクサ生命保険株式会社との健康増進に関する連携協定締結式について

でございますが、町民の皆様が、いつまでも生き生きと過ごすことのできる健康長寿の町

の実現を目的に、１２月１５日、高鍋町役場において執り行いました。町民の健康増進に

関することや健康経営の推進に関することを軸とした連携事業に取り組み、人口減少社会

においても活力ある個性豊かな地域社会の形成と発展に寄与するものと考えております。 

 次に、持田遺跡出土金属製品披露会についてでございますが、１月２１日に、高鍋商工

会館において開催いたしました。一昨年、持田遺跡で見つかった地下式横穴墓２基から出

土した金属製品の保存処置が終わり、関係者に披露したもので、持田古墳群を含む古代ロ

マンあふれる持田遺跡の本当の姿を知る上での貴重な資料として、今後も調査を進めるこ

ととしております。 

 次に、春季野球キャンプについてでございますが、今年度も社会人のキャンプを誘致す

ることができ、エイジェック硬式野球部の皆様には、２月１４日から３月１日までの

１６日間にわたり、キャンプインしていただきました。県内外におけるまん延防止等重点

措置の重点措置区域指定等の影響もあり、３月に予定されていた分も含め、複数のチーム

のキャンプが中止となってしまいましたが、今後も継続的に来訪していただけますよう、

環境整備やおもてなしに努めてまいりたいと考えております。 
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 次に、高鍋町とライフログテクノロジー株式会社との連携協定締結式についてでござい

ますが、２月２２日に、高鍋町役場において執り行いました。スマートフォンを活用し、

体重、血圧等のバイタルデータに加え、運動や食事、栄養状態などを見える化し、町民が

自身の健康状態や生活習慣を客観的に知ることができることで、健康への意識づけを図る

ことができるものと考えております。 

 また、自治体によるスマートフォンを活用した運動、バイタルデータ、栄養の三要素を

網羅した健康づくりの取組は、前例の少ない先進的なものであり、スマートウエルネスシ

ティの実現に向けた健康分野における取組の第一歩として期待しております。 

 以上、その他の政務につきましては、お手元の政務報告にて御確認いただきますようお

願い申し上げます。 

○議長（緒方 直樹）  以上で、日程第２、諸報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．町長の施政方針 

○議長（緒方 直樹）  次に、日程第３、町長の施政方針を求めます。町長。 

○町長（黒木 敏之君）  ２０２２年、アフターコロナ、ニューノーマル、ゲームチェンジ、

時代は大きく変わり始めました。歴史を振り返れば、１４世紀のパンデミック、最大２億

人が亡くなったとも言われる黒死病（ペスト）の大流行は、歴史を塗り替え、人類をルネ

ッサンス、創造的時代へと導き、社会の大変革をもたらしています。 

 新型コロナウイルス感染症のパンデミックが始まって３年目を迎えた今、過去の歴史と

同じく、世界は一変し、私たちはアフターコロナ、コロナ後のニューノーマル、新常識の

時代を迎え、ゲームチェンジ、これまでとは全く異なる発想や価値観の経済、産業、企業、

社会へと加速しながら、急激に変化を続けています。 

 人口減少、少子高齢化、気候変動、脱炭素、人工知能、デジタル化など、社会・環境の

変化、テクノロジーの進化、そして、人類を襲ったパンデミック、新たな時代への対応が

迫られるとともに、さらなるまちづくりへのチャレンジが求められています。 

 世界経済は、ロシアのウクライナ侵攻、米欧露の対立、ロシアへの経済制裁、米中の対

立と台湾の問題、国際的な覇権争いが続く中、コロナ禍も３年目を迎え、今後の景気回復

が期待される一方、オミクロン株の蔓延、半導体や食料やエネルギーの供給不足、物価上

昇、世界的インフレ、金融緩和縮小、利上げ政策、債務の急増、所得格差、中国経済の減

速、世界同時不況など様々なリスク要因が山積し、一触即発にある戦争への危機感が漂う

世界経済の行方はいまだ予断を許さない状況にあります。 

 日本経済は、経済活動の正常化、雇用、所得、環境の改善、コロナ危機下に積み上げら

れた約４０兆円の過剰貯蓄が消費に回る予測など、コロナ禍後の経済回復が期待されてい

ますが、現状はデジタル化の遅れ、所得格差、未整備な社会保障制度など、日本の社会や

経済には大きな課題が残されており、日本経済の成長には加速する世界の進化に対応する

とともに、積極的な改革を推し進めていく必要があります。 
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 岸田首相は、経済成長を促進させるため、成長と分配の好循環という目標を掲げ、新し

い資本主義という社会経済の改革を提言しました。その実現には、３つの課題が指摘され

ています。 

 第１の課題は、産業構造の改革です。世界の産業、事業構造転換の動きは一段と進化を

遂げ、加速しています。日本は早急に硬直的な労働市場の変革、企業の新陳代謝、将来へ

の先行投資、ベンチャー企業家の育成、異分野の知の統合などを推し進め、産業事業構造

の転換を急がねばなりません。 

 第２の課題は、分配の強化です。過去３０年間の世界の賃金水準の変化は、米国は

２.５倍、ドイツは２倍に増加する中、日本だけは横ばいのままです。日本はバブル崩壊

後の低成長、デフレ経済から抜け出せなかった失われた３０年の中で、リストラや非正規

雇用の拡大に終始し、人材の投資を停滞させてしまいました。国を豊かにするのは、イノ

ベーションを起こす創造的人材です。人材育成の投資を強化し、創造的な人材や価値ある

仕事に対しては、その成果に見合う賃金を支払い、相応な分配をすることが重要です。 

 第３の課題は、前向きに消費投資できる環境づくりです。日本の家計と企業の現預金は、

２０２１年６月時点で１,４００兆円に上ります。その背景には、日本経済の成長の不確

実性や将来に対する不安があり、その蓄えとして貯蓄を増やす結果になっています。 

 これらの現預金は、金融機関も運用ができず、経済成長に活用されることもなく、拡大

する政府債務の原因ともなっています。所得格差是正、社会保障制度改革などの推進によ

り、将来の不安を抑制し、前向きな失踪を促す、社会環境を整えることが成長と分配の好

循環を促す重要な要素となっています。 

 ２０２２年、干支にちなめば、今年はとら年です。虎（タイガー）の語源はティグリス

であり、矢のように早い流れを意味します。世界の変化が加速する中で、日本は成長と分

配の好循環を実現し、レジデント、強く柔軟性のある持続可能な社会を目指して、虎のよ

うに早く、力強く躍進していく必要があります。 

 急激にゲームチェンジしていく時代、技術革新や新たな価値観によって導かれる先に、

私たちはどのような未来を描くことができるのでしょうか。２０３０年のメタバース、環

境経済、金融、教育、宇宙というゲームチェンジを象徴する分野はどのような未来予測が

されているのでしょうか。 

 メタバース。メタバースとは仮想現実、ＶＲ、ゴーグルを使いアバター（分身）が自由

に行動できる仮想空間のことです。私たちはメタバース（仮想空間）の中で働き、買物を

楽しみ、イベントに参加することができるようになり、仮想現実（ＶＲ）や拡張現実（Ａ

Ｒ）の技術で誕生した世界は、日常生活の一部となり、人と人とのコミュニケーションを

大きく変えることになります。 

 循環経済。資源を使わず、廃棄物を出さない循環経済への転換が急がれています。

１９７０年代に、１００年以内に資源が枯渇し地球上の成長は限界に達すると指摘されて

以来、今、この懸念は現実味を帯びてきています。この問題を解決するには、新たな資源
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を使わず、物をつくり出す技術、国、企業、個人の意識や行動の変化が不可欠です。古い

服の繊維から新しい服、空気から水、水から水素、循環再生する新しい技術は急ピッチで

進み、資源を使わず捨てない経済の実現は目の前に来ています。 

 金融。お金は紙幣や貨幣という形あるものから、見えないものへと姿を変えると言われ

ています。電子マネーや暗号資産、仮想通貨が普及し、中央銀行が発行するデジタル通貨

が登場し、ブロックチェーン、分散型台帳という新しい技術も加わり、お金はデジタルな

存在として情報を持ち、国の政策や企業の戦略、人々の経済活動まで大きく変えることに

なります。 

 教育。仕事や学びが大きく変わります。今後１０年で、世界中で４億人から８億人の雇

用がデジタル化、自動化によって失われ、そのうち４億人近くが新たなスキルを身につけ、

新たな仕事に就く必要があると考えられています。学歴よりスキル重視、これからは、一

生、新たなスキルを学び続けられる人材を育てる仕組みが重要になってきます。特に、日

本人はデジタルスキルが低く、リスキリング、人材の再教育や再開発をする取組、学び直

しが急務であると言われています。 

 宇宙。２０２１年、アマゾン創業者、ジェフ・ベゾス氏、ＺＯＺＯ創業者、前澤友作氏

ら民間人が宇宙旅行に成功し、宇宙大航海時代が幕を開け、宇宙開発は軍事科学開発から

民間宇宙開発へと変わりました。 

 アメリカのスペースＸを率いるイーロン・マスク氏、電気自動車テスラ創業者は、今後

打ち上げコストは１キログラム当たり１０ドルまで下げられると発言しています。低コス

トで物や人を宇宙へ運べる時代はもう目の前に来ています。 

 激変する時代にあって、急激な人口減少社会を迎えた日本のＧＤＰは、成長する国々に

追われながらも、何とか世界３位を維持しています。しかし、幸福度は２０２１年の国連

が発表した世界幸福度ランキングでは５６位と相変わらず低迷を続けています。 

 歴史を振り返れば、急激な経済成長とともに、明治維新の頃の３,０００万人の人口か

ら、人口ピークを迎えた２００４年の１億２,７８４万人までの１３６年間で、日本の人

口は一挙に４倍に増えています。 

 明治維新後の富国強兵策、第２時世界大戦後の経済成長政策、日本は欧米に倣い、過去

の価値観を捨て、世界に例を見ない急激な経済成長と急激な人口増加を果たしたのです。 

 しかし、その成長は、論語や武士道など日本人が古来より大切に育み培ってきた精神的

基盤、心のよりどころを失う成長であったかもしれません。 

 欧米は、キリスト教倫理をなくしたことは一度もございません。日本の人口が３,０００万

人だった江戸末期から明治維新の時代、日本を訪れた欧米人は、日本ほど幸福に見える国

はないと、日本独自の社会構造や日本人の価値観、生活習慣を高く評価しています。 

 ２０世紀の英国を代表する都市計画家のレイモンド・アンウィンは、２０世紀初めの日

本の都市や地域を都市計画の理想として描いています。アンウィンは、日本について、春

になると桜の下に人が繰り出してにぎやかに過ごすと説明し、理想の都市計画を日本の田
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園のイメージと重ね、もし同様のことができるとするならばという趣旨で、英国の都市計

画を立案しています。 

 ２０世紀初頭の日本の田園都市は、世界の見識者から高い評価を得ていたのです。また、

江戸時代のまちづくりが現代のＳＤＧｓに通じる考えの下に行われていたことは興味深い

事実です。 

 これから訪れる未来、私たちは時流を追いかけ、イノベーションだけに夢を託すわけに

はいきません。イノベーションと同時に、今ある大切なものを守ること、失った大切なも

のを取り戻すことを怠ってはいけないのです。 

 懐かしい未来という言葉があります。それは、スウェーデンの言語学者ヘレナ・ノー

バーグホッジが提唱する未来への提言です。彼女は、ラダック、インド北部のヒマラヤの

麓の地域のことですが、そこでの生活体験での学びをつづった著書「幸せの経済学」の中

で、豊かさや幸福の手がかりは遠い彼方にあるのではない、私たちの身近なローカルな場

所や古くからの風景や文化、あるいは、それらへの愛着の中に含まれている。成長の後に

たどり着いた場所で発見したものは、元いた場所の大切さ、あるいは、元いた場所そのも

のにあると語りかけています。 

 豊かで美しい歴史と文教の城下町の再生、そのビジョンは未来へのイノベーションとと

もに、懐かしい未来としての失った大切なものの再生も人口減少社会の新たな価値観の創

造、重要な取組として位置づけています。 

 歴史シンポジュームの開催や八朔の誓い、明倫堂の教えの創設、高鍋町の昔話の再生も

高鍋町の懐かしい未来創造の原点であり、今後のまちづくりを進める上で、極めて重要な

意識改革、シビックプライド、町に対する町民の誇り、町に対する貢献しようとする誇り

の醸成に必要不可欠な取組であると考えています。 

 不易流行。今、私たちに重要なことは不易と流行、変化に流されない洞察力と変化を取

り入れていく先見性であると考えています。まちづくりのビジョンを明確にし、過去の歴

史を未来への道しるべと捉えるとともに、時代の流れを的確に捉え、未来をデザインし、

変化への対応を急ぎながら、積極的なまちづくりに取り組んでいかねばなりません。 

 高鍋町の揺るぎないビジョン、それは、豊かで美しい歴史と文教の城下町の再生です。

豊かさとは、幸せを実感できることであり、美しいとは、自然環境と人の心の美しさのこ

とであり、歴史とは、積み重ねてきた高鍋町の改革の歴史であり、文教とは、人を育て優

秀な人材を輩出するということです。改革の努力を積み重ねていく風土の中で優れた人材

が育ち、若者がチャレンジできて、働きがいのある雇用の場があり、高齢者が生き生きと

健康に暮らせて、子育て、教育に最適な施設と福祉環境を整えた誰もが住みたいと願う豊

かで美しい城下町の再生を目指すことが高鍋町の未来に向けた揺るぎないまちづくりのビ

ジョンです。 

 農畜産業が豊かになってこそ、商工業が潤い、町は元気になるという、高鍋町を発展さ

せる理念の下、本年も産業振興、教育、福祉、子育て、高齢者支援、防災、住環境整備を
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まちづくりの柱に１０項目の達成すべき目標を明確にし、戦略を立案し、高鍋町の活性化

に取り組んでまいります。 

 さらに、その基本戦略の中に変化する未来を予測し、国が提言するゼロカーボンシティ、

ＳＤＧｓ未来都市、スマートシティ、スマートウエルネスシティ、緑の食料システム戦略

という未来都市構想と国の戦略を加え、１０項目の達成すべき目標をさらに充実した内容

の戦略として構築しています。 

 ゼロカーボンシティ。ゼロカーボンシティとは、２０５０年までにＣＯ２二酸化炭素の

排出量を実質ゼロにすることを目指す旨、脱炭素化を首長自らが、または、地方自治とし

て表明、ゼロカーボンシティ宣言をした地域の自治体のことです。 

 ＳＤＧｓ未来都市。ＳＤＧｓ未来都市とは、内閣府地方創生推進室がＳＤＧｓの達成に

取り組んでいる都市を選定する制度のことです。既に２０２０年までに３０都市が選定さ

れていますが、今後、選定の可能性を模索していきたいと考えています。 

 スマートシティ。スマートシティとは、ＩＣＴ等の新技術を活用しつつ、マネジメント、

計画整備、管理、運営等の高度化により、都市や地域の抱える諸課題の解決を行い、また、

新たな価値を創造し続ける持続可能な都市や地域のことです。 

 スマートウエルネスシティ。スマートウエルネスシティとは、住民が健康で生きがいを

持ち、安心安全で豊かな生活を営むことをまちづくりの中核に位置づけ、健康維持活動や

社会参加活動の支援、ウォーカブルシティ、歩きたくなるまちの構築などにより、生涯に

わたって健やかで幸せに暮らせる健康都市のことです。 

 緑の食料システム戦略。農業、食料生産において革新的な技術や生産体系を順次開発し、

社会実装にすることにより、２０５０年までの農林水産業のＣＯ２ゼロミッション化の化

学農薬や化学肥料の使用量の低減、有機農業の取得面積の拡大などの実現により、持続可

能な食料システムの構築を目指すものです。 

 １０項目の達成すべき目標。 

 １、農畜産業の支援。 

 １、農畜産品の高付加価値化、農畜産品のブランド化、農畜産品の６次産業化、農畜産

品の販売促進、地元農産品と飲食店との連携を図りたいと考えます。積極的な補助支援、

新規就農者への積極的支援、農業用ハウス補助の補強の支援、農業機械導入の支援、災害

に加えた収入保険への加入の促進、老瀬地区圃場整備事業の推進、国営灌漑排水事業一ツ

瀬川地区更新事業の推進、家畜伝染病の防疫。 

 ３、農業活性化支援。 

 有機農業の推進。高鍋・木城有機農業推進協議会の活動の促進、高鍋・木城両町による

有機ＪＡＳ認定認証機関の設置を行います。 

 緑の食料システム戦略。有機の里づくり等に積極的に取り組みます。高鍋農業高校が行

う有機農法授業の支援を行います。 

 スマート農業の推進。 
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 エイムネクスト株式会社が町内に構築したＬＰＷＡネットワークを活用します。スマー

ト農業の実装実験への取組、高鍋農業高校、県立農業大学校との連携、農業後継者、新規

就農者への育成支援、地域おこし協力隊制度の積極的な活用、ＪＡ児湯との連携促進。 

 ２、商工業支援。 

 商工業地場産業支援、中小零細商工業商店街の支援をします。 

 地域産業の支援、地場産品開発、販売促進支援、ふるさと納税制度の推進、創意工夫に

よる地場産品づくりの支援とつなげてまいります。 

 商店街、まちづくりの活性化、まちづくり会社マチツクルとの連携、空き店舗対策の推

進、町家・古民家再生の支援、レンタルオフィス、シェアオフィス事業の推進を行います。 

 商工業の活性化、スマート商工業の推進、デジタル化、ＬＰＷＡネットワークを活用し

た商工業のスマート化の推進を行います。 

 コワーキングスペース事業の支援推進。餃子フェスなど商工業イベント開催の支援、後

継者、起業家の育成支援、地域おこし協力隊制度の積極的な活用、高鍋商工会議所との連

携を推進します。 

 ３、企業誘致雇用促進。 

 起業家養成、新産業の創出、積極的な企業誘致活動を推進します。誘致企業との意見交

換を行います。レンタルオフィスによる企業誘致の推進、企業に求める人材の規制、食の

教育を支援します。 

 ４、観光推進。 

 観光資源を生かした観光推進、ＳＮＳを利用した観光情報の発信を行います。ホーム

ページの充実、ユーチューブ、フェイスブック、ＬＩＮＥを活用してまいります。飲食業

の振興支援を行います。九州オルレ宮崎・小丸川コースの整備、広報支援を行います。 

 高鍋町駅舎周辺及び蚊口海浜公園の整備を促進します。駅舎、駅前ロータリー、海浜公

園キャンプ場、民間遊休施設等の開発の推進を支援します。城下町の景観、高鍋城址公園、

城堀、秋月墓地などの整備を促進します。町家・古民家再生により、町並みの再生の推進

を行います。観光協会と連携を進めてまいります。高鍋城灯籠まつりを支援します。 

 観光資源開発。ＮＨＫ大河ドラマ推進協議会の設立、米沢市の上杉鷹山大河ドラマ推進

協議会と連携を図ります。持田古墳群、高鍋大師花守山の整備を推進します。観光イベン

トの支援、観光ボランティアガイドの育成を支援します。 

 ５番目、高齢者、子育て福祉の充実。 

 高鍋町社会福祉協議会との連携を推進、総合相談支援センター「架け橋」の充実支援、

こゆ成年後見支援センターの充実支援、子どもの居場所づくりの推進、福祉医療の充実支

援、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の推進、スマートウエルネスシティ（幸福

都市づくり）の推進、健幸アンバサダーの育成推進、高校生までの医療費の無償化を推進

を図ります。高校生までのインフルエンザ予防接種無償化の推進を図ります。６５歳以上

のインフルエンザ予防接種の無償化の推進、福祉ボランティア活動の推進、子育て支援、
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教育保育施設の環境整備の推進、安心して子育てのできる切れ目ない支援体制の充実、放

課後児童クラブの支援、子どもの貧困対策の支援、高齢者支援、ＬＰＷＡネットワークを

活用した高齢者見守りの推進、高齢者の生きがい・活動の場の確保、生き生きとした暮ら

しの支援を行います。高齢者クラブの支援、シルバー人材センターの支援、高齢者の居場

所づくりを推進します。 

 障がい者支援、高鍋まごころサポーターの育成、障がい者支援サークルの支援、障がい

者が生き生きと暮らせるための支援を行います。 

 ６、教育支援。 

 文教の町の再生、教育の充実支援（外国語）、小学校体育館の工夫改善、特別支援教室

の充実推進、教育のデジタル化の推進、学校施設環境改善の推進、キャリア教育、ふるさ

と教育の推進、スクールソーシャルワーカーによる支援、文教の町の再生支援、ふるさと

教育明倫堂の教えの策定導入推進、児湯学友団コンソーシアム協議会の推進、高鍋町内の

県立高校の支援、高鍋高校創立１００周年事業の支援。 

 ７番目、社会教育の推進。 

 社会教育施設の整備充実、柿原政一郎記念高鍋図書館リノベーションの推進、町なか学

習館の設置推進、スポーツ施設の整備改善、改修、石井十次生家の整備、指定管理者制度

の導入、施設のネーミングライツの推進、官民連携による老朽化施設の整備促進、高鍋町

歴史総合資料館の改革充実、地域スポーツ文化活動の支援、公民館活動の支援、スポーツ

文化活動の支援、美術館の充実活動支援、歴史を生かしたまちづくりの推進、歴史シンポ

ジュームの開催、嚶鳴フォーラムへの参加、全国藩校サミットへの参加、高鍋の昔話の再

生、高鍋神楽の無形民俗文化財国指定の推進、伝統芸能の承継、育成支援、旧鈴木馬左也

邸の再生の推進、石井十次顕彰会の活動支援、古墳を守る会の活動支援。 

 ８、防災環境整備美しいまちづくり。 

 防災の推進、災害危険箇所の防災対策の推進、宮越樋管の揚水機場完成に伴う周辺土地

利用条例の整備、町内の河川水路のしゅんせつ整備、防災訓練の実施、ＡＰＷＡネット

ワークを活用した防災管理の推進、消防団活用の支援、住環境整備の推進、竹鳩橋架替え

の推進、竹鳩橋等の整備促進期成同盟会の活動再開、早期事業着手に向けた活動の推進、

ゼロカーボンシティ宣言、２０５０年までカーボンニュートラルを目指します。ここで、

高鍋町のゼロカーボンシティ宣言をさせていただきます。 

 高鍋町ゼロカーボンシティ宣言。２０１５年に採択されたパリ協定を受け、２０２０年

１０月に政府は、我が国は２０５０年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、

すなわち、２０５０年カーボンニュートラル脱炭素社会の実現を目指すことをここに宣言

いたしますと表明いたしました。このような国内外の動向を踏まえ、本町におきましても、

先人から受け継がれてきた豊かな高鍋町の自然と文化を未来に生きる子どもたちに引き継

いでいくため、脱炭素に積極的に取り組むことが不可欠です。高鍋町は、２０５０年まで

にＣＯ２排出量を実質ゼロとするカーボンシティを目指し、町民、事業者との連携、協働
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の下、取り組んでいくことを宣言します。 

令和４年３月３日、高鍋町長、黒木敏之。 

 以上、ゼロカーボンシティ宣言をさせていただきました。 

 次に、ＳＤＧｓの推進。 

 ＳＤＧｓ未来都市を目指します。デジタル化スマートシティの推進、ＡＰＷＡネット

ワークを活用したスマートタウンの推進、道路等未整備インフラの整備、空き家・空き地

対策の推進、持続可能な公共交通体系の再構築、美しい高鍋の景観づくりの推進、景観条

例、景観審議会等の充実及び施策の展開、街路樹、美しい街並み、景観美化の推進、公園

の美化整備、コンパクトで美しく機能性に優れたまちづくりの推進、高鍋町木タカナベカ

イドウの植樹育成支援。 

 ９番目、人口増加、移住定住支援、移住定住の推進、定住のススメの作成、高鍋町の魅

力情報発信の推進、空き家バンクの利活用推進、地域おこし協力隊制度の活用と人材確保

の推進、移住定住支援策の拡充。 

 １０、役場の活性化の推進、町民の声を町政に生かすための取組。ホームページ、広報

たかなべ等情報発信の充実、町民の意見を聞く機会の充実、業務のデジタル化、スマート

行政の推進、職員教育の推進、綱紀粛正の徹底、人材育成、職員研修の推進、年度方針、

各課の年度目標の設定と共有化の推進、プロジェクトチーム、職員自主研究グループ活動

の推進、課を超えた連携チームで自ら立案したテーマに取り組んでいくことを進め、支援

します。笑顔、挨拶、掃除で職場文化づくりの推進、町長表彰制度の充実。 

 以上、短期、中期、長期での達成すべき目標を明確にし、やるべきことを迅速、確実に

推し進めてまいります。 

 「民よ、変えてはならないものを受け入れる冷静さと、変えるべきものを変えていく勇

気と、変えることのできるものとできないものを識別する英知を我らに与えたまえ」、こ

れは、アメリカの神学者・ラインハルト・ニーバーの言葉です。 

 １９８０年前後のアメリカでレーガン政権が始まろうとする頃、日本が好景気でバブル

の絶頂期を迎えた頃、失われた３０年に至る前になります。苦境に遭ったアメリカ、その

アメリカの経営者の会議では、よくこの言葉の書面が配られました。そこには、改革を成

し遂げるために最も必要な言葉が記してありました。 

 冷静さと勇気と英知、明確な目標設定と冷静、勇気と英知をもって的確に施策を実践す

ることにより、高鍋町は必ず誰もが住みたいと願う輝きに満ちた幸せの実感できる町にな

ると信じます。 

 町民の皆様、議員の皆様、職員の皆様の教えを請い、共に力を合わせ、豊かで美しい歴

史と文教の城下町の再生に向かって歩を進めてまいりたいと考えます。なお一層の御支援、

御協力を賜りますようお願いを申し上げて、私の施政への所信といたします。（発言する

者あり） 

 すみません。１か所抜けておりました。 
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 ゼロカーボンシティ宣言をした後、たしか息切れでぼうっとしてしまい、ゼロカーボン

シティの後、３番目に、住環境整備の推進の中に、皆さん、とっても大事な自治体新電力

の設立準備というのが抜けておりましたので、訂正いたします。 

 ゼロカーボンシティの推進、町民の生活支援、それから雇用の創出、自治体の支援、こ

れを行ってまいります。 

 これが抜けておりましたので、改めてつけ加えさせていただきます。 

 以上、よろしくお願いします。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．会期の決定 

○議長（緒方 直樹）  日程第４、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、会期日程予定表のとおり本日から３月２２日ま

での２０日間にしたいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（緒方 直樹）  異議なしと認めます。したがって、会期は本日から３月２２日まで

の２０日間に決定いたしました。 

 ここで、暫時休憩したいと思います。１１時ちょうどに再開したいと思います。（発言

する者あり）分かりました。１１時５分までに再開したいと思います。 

午前10時51分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時05分再開 

○議長（緒方 直樹）  再開いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第６号 

○議長（緒方 直樹）   日程第５、議案第６号専決処分の承認を求めることについて（専

決第３号）［令和３年度高鍋町一般会計補正予算（第１６号）]を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（黒木 敏之君）  町長。議案第６号（専決第３号）[令和３年度高鍋町一般会計補

正予算（第１６号）]について提案理由を申し上げます。 

 本案につきましては、２月１３日までの期間で要請されていた営業時間短縮等が２１日

間延長され、３月６日までとなったことから、延長期間内に営業時間短縮等の要請に応じ

た事業者に対し、協力金を追加して支給するものでございます。 

 なお、営業時間短縮要請の期間延長が２月１０日に決定され、１４日から延長されるこ

ととなったため、地方自治法第１７９条第１項の規定により、やむを得ず専決処分せざる

を得なかったものでございます。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１億４,４４７万６,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ１３０億１,６３８万１,０００円とするものでございます。 
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 以上、本案につきまして御承認を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（緒方 直樹）  続いて、担当課長の詳細説明を求めます。財政経営課長。 

○財政経営課長（飯干 雄司君）  財政経営課長。議案第６号（専決第３号）令和３年度高

鍋町一般会計補正予算（第１６号）について詳細説明を申し上げます。 

 本案につきましては、１月２５日に要請がありました２月１３日までの期間における飲

食店等を対象とした営業時間短縮等が３月６日まで延長されたことから、延長された期間

の全てにおいて要請に応じた事業者に対し、協力金を追加して支給するものでございます。

要請の内容、協力金の金額は、延長前と同じでございます。 

 予算書の１０、１１ページを御覧ください。 

 歳出についてでございますが、感染症対策時間短縮要請協力金事業支援金が１億

４,２８０万円、事務費として、消耗品費が２万８,０００円、郵便料が３万円、受付審査

業務の委託料が１６１万８,０００円でございます。 

 続きまして、予算書の８、９ページを御覧ください。 

 歳入についてでございますが、商工費県補助金、感染症対策時間短縮要請協力金事業補

助金が１億３,１７２万円、ふるさとづくり基金繰入金が１,２７５万６,０００円となっ

ております。 

 なお、専決処分の日は令和４年２月１０日でございます。 

 詳細説明は、以上でございます。 

○議長（緒方 直樹）  以上で説明は終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。１１番、中村末子議員。 

○１１番（中村 末子君）  １１番、中村末子。まん延防止策による支援金と考えますけれ

ども、まん延防止策を取っているかどうかの判断は、どこで誰がしているのか。きっちり

とした方針は持っているのかお伺いします。 

 また、守られていない事業者、そして従前の売上げが３万円未満の事業者への対応はど

うしているのか。 

 先ほど説明がありましたけれども、委託料として時間短縮要請協力金事業受付審査業務

委託というのがございます。これは１６１万８,０００円も出すのであれば、高鍋町役場

できちっと、私は、やればできないことはではない。 

 会計年度任用職員もいらっしゃるし、そういうところもいらっしゃるので、できるだけ

経費を節約していくために、私は、ここでも少しは財政支出を抑えていく必要があるので

はないかと考えますけれども、こうやって湯水のごとく商工会議所へ出すお金が一体年間

どれぐらいになっているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（緒方 直樹）  地域政策課長。 

○地域政策課長（日高 茂利君）  地域政策課長。お答えいたします。 

 まず、事業者のほうの確認の件でございますけども、申請時に時間短縮要請に応じたと

ころを確認するために、その旨表示を店舗の前にしていただくようにしておりますので、
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そちらの写真等の添付を求めております。 

 また、今回の第６波に伴います時短要請につきましては、１回目の要請が出たタイミン

グで、１月の２５日、２７日、２８日にそれぞれ町の職員、商工会議所の職員、あと飲食

関連組合の役員の方々と町内の飲食店等を、周知のために巡回させていただいております。 

 また、延長になりました後も、２月の１４日、再周知のために全域巡回を行ったところ

でございます。 

 飲食関連組合の役員の方々のお話では、組合のほうで独自の周知連絡網も持っておると

いうことで、そちらのほうでも周知をしていただいたところでございます。 

 今のが、守っていない事業者のところの確認についてでございます。 

 なお、申請受付業務につきましては、１月２５日の部分から商工会議所のほうへ事務の

委託を行っておるところでございますが、こちらの事務費につきましては、県のほうの事

務補助分で賄っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（緒方 直樹）  ほかに質疑はありませんか。（発言する者あり） 

○１１番（中村 末子君）  従前の売上げが３万円未満の事業者ということを聞いたんだけ

ど、聞いたことには的確に答えないと。今そっちから言われたことを的確に聞いて質疑を

したりしないといけないのよ。執行部もちゃんとそこらを考えて、こちらの質疑があった

らちゃんと聞いて、ちゃんと答えてちょうだい。 

○議長（緒方 直樹）  暫時休憩いたします。 

午前11時13分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時40分再開 

○議長（緒方 直樹）  再開します。 

 地域政策課長。 

○地域政策課長（日高 茂利君）  地域政策課長。お尋ねの件でございますけども、２月の

１８日時点での申請頂いております件数の中で申し上げますと、３万円以下の協力金の給

付事業者対象が１０４件となっております。 

 また、事務費につきましては、今年度中、商工会議所のほうへ委託しております金額の

ほうは５６６万９,５３２円となっております。 

 以上でございます。 

○議長（緒方 直樹）  １１番、中村末子議員。 

○１１番（中村 末子君）  １１番。先ほどの答弁で、調査に行くのが商工会議所と飲食業

の組合と役場も入っているんですよね。ということは、自分で自分を調べるようなもんな

んです、部外者から言わせていただければ。 

 やはり、それを役場の人が入るのはいいとしても、本来なら一般町民の皆さんを誰かき

ちんと連れていくということを、調査をお願いしますということにして一緒に行ったりし
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て、そして、できればそこで写真を撮ってきていただいて、本当にお店の中もそういった

対策をしているのかどうかということを、しっかりと見てくる必要があるんじゃないかな

と。 

 相手から出してもらった写真とかで判断するのではなく、そういう宣言のステッカーを

貼っているだけでなく、本当にお店の中でしっかりとそういうことをやっているのか。 

 そして、そのために、例えば空気の入替えを一体どれぐらいの範囲でしているのかとい

うことを、やはり調査するべき必要があるんじゃないかなと。そうしていかないと、やは

り公平であるという町政にはならないと思うんです。 

 この支援金のほとんどが、確かに県から来ます。国からも出されます、お金がですね。

でも、これは国会議員が出したお金でもありません。全て税金の中から出ているんです。 

 ということは、やはり皆さん、テレビを見る時間が多いもんだから、私に電話が来る内

容としては、何か知らんけどよて、みんな自分たちがお金を出すようなことを言うけどさ

て、私たちの税金じゃんて、あれだけ借金つくってよう平気な顔をしてられるよねって、

そして、そのお金が飲食業で、そういう対応もしていないようなところ、そして、３万円

以下の売上げしかない、そういうところにも３万円行く、おかしいわあて。私、直接電話

があった内容をお伝えしている状況なんですけれども。 

 やはり、同じ飲食業の中でも、例えば人を８名ぐらい雇って仕事をされていた方、その

方も１年ちょっとは何とか人を雇ってできていたんだけれども、とてもじゃないけど続か

ないて、申し訳ないけど辞めていただくということになって、相手の子も、給料は安くて

いいですからと言われるけれども、いやまたこっちがちゃんとできるようになったら雇う

から頼むねって言って辞めてもらったと。 

 やっぱり、涙ながらにそういうお話を聞くと、非常に飲食業の皆さんは、このコロナ禍

が収束した時点で、お客さんが帰ってくるのかどうかというのを物すごく不安を抱えてい

らっしゃいますし、本当に大変な状況になる。夜出ないのが当たり前というふうになって

くると、８時以降の飲み屋さんというのは、明かりが消えてしまうんじゃないかという心

配をすごくされている方がたくさんいらっしゃるんです。 

 そして、やっぱり自分たちは一人暮らしだけれども、やっぱり飲み屋さんに行って、い

ろんな人と交流することによって、やっと生きがいじゃないけど、生きているという感覚

が持てた。だけど、今は誰とも話ができない。いろんな話がわいわいとできないという中

で、人とのつながりをどうやってつくっていったらいいのかということで、やはりお店を

利用されていた方々からもそういうお話が来ます。 

 そして、確かに全てを補填していただくわけではないんですけれども、酒屋さんについ

ても、いろんな、農業者に、皆さんについても、漁業者の皆さんについても、魚屋さんに

ついても、やはり、今まで取引をしていただいた皆さん、飲食業の皆さんの取引がなくな

ったことで、非常に大変な状況があると。 

 先ほど町長は、施政方針の中で、コロナ収束後のことを大分言っていらっしゃいました。
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しかし、本当に蓋を開けてみたら、収束したときには人は誰もいなかったということにな

りかねないような状況にまで今来ているところだと思うんです。 

 だから、それから考えたら、やはり、守られていない事業者があるのではないかという

不信感、それを調べているのが、自分たちで調べているというところ、ここの改善が図る

ことができなかったのかどうか、その辺はどういうふうに話をされてきたのか。 

 そして、そういう例えば酒屋さんであれ、魚屋さんであれ、農業者であれ、これで被害

を受けている方々の話をどれだけきちんと聞き留めて、それを町政に生かそうとされてい

るのか、そこのところが見えないと、この予算案件もなかなか奥が深いんじゃないかなと

いうふうに思うんです。 

 だから、そこのところをどういうふうに考えて専決をされたのかというところが気にな

るところなんですが、できれば、調査していくのになぜ自分たちでしたのか、なぜほかの

人たちを使うことができなかったのか、そこのところをちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（緒方 直樹）  地域政策課長。 

○地域政策課長（日高 茂利君）  地域政策課長。巡回に関しましては、今回の要請の中で

義務づけられておるものではございません。町として独自にさせていただいたものではご

ざいます。その中で、組合のほうに関しましては、役員の方々のほうから自主的にその巡

回をするべきじゃないかというような声も上がりまして実施に至ったところでございます。 

 ですので、第三者ではないと言われればそうですけども、組合としましても、その飲食

店でのコロナの対策、感染予防というものが徹底されているのかというのは、組合として

把握していきたいというような御主旨でございましたので、今回はこのような形で調査を

させていただいたところでございます。 

○議長（緒方 直樹）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（緒方 直樹）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。１１番、中村末子議員。 

○１１番（中村 末子君）  １１番。議案第６号専決処分の承認を求めることについて（専

決第３号）令和３年度高鍋町一般会計補正予算（第１６号）に対して、反対の立場で討論

を行います。 

 令和３年度も新型コロナウイルス感染症に伴い怒号のような１年を送りました。小学校

などや保育園などへも広がりを見せてまいりました。 

 飲食業だけいいわねという声が聞こえてきます。１日の売上げが３万円に満たない業者

の数も相当あるようです。もらわにゃ損という考え方でなく、どうしたら蔓延を防げるの

か、一番に考えていただきたいと思うのは、私だけでしょうか。 

 ３万円支援されてもどうしようもない飲食業の方もおられます。従業員を辞めさせない

ために、お弁当を販売したり、家族運営にしたり、様々な工夫を凝らして頑張っている事
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業者もいることは存じております。 

 全てをひとくくりにしているわけではございません。いろんな意見が出ている背景は、

納入業者もあり、運送業者、農業者もコロナ被害を受けています。全ての方々に同じよう

に満遍なく支援することができる国家、自治体財政であれば、私も賛成をしたいと思いま

す。 

 国民、町民に対して、家から出られない状況をつくりながら、税だけは徴収する、町民

からみんな中止、中止なのだから、税金を返してほしいという言葉さえ出ています。自治

公民館によっては、行事をしないのに、公民館費をもらうのは申し訳ないと言われている

公民館長さんも出ているようです。お葬式にも行けない、誰が亡くなったのかも分からな

い状況、異常事態ではないでしょうか。 

 飲食業だけでなく、住民全体のことをもっとしっかりと考えていたくことを要望して、

反対といたします。 

○議長（緒方 直樹）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（緒方 直樹）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（緒方 直樹）  これで討論を終わります。 

 これから議案第６号を起立によって採決します。本件は原案のとおり承認することに賛

成議員は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（緒方 直樹）  起立多数と認めます。したがって、議案第６号専決処分の承認を求

めることについて（専決第３号）令和３年度高鍋町一般会計補正予算（第１６号）は、承

認することに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．諮問第１号 

日程第７．諮問第２号 

日程第８．諮問第３号 

日程第９．諮問第４号 

○議長（緒方 直樹）  日程第６、諮問第１号人権擁護委員の推薦についてから日程第９、

諮問第４号人権擁護委員の推薦についてまで、以上４件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（黒木 敏之君）  町長。諮問第１号人権擁護委員の推薦についてから諮問第４号人

権擁護委員の推薦についてまでを一括して提案理由を申し上げます。 

 まず、諮問第１号についてでございますが、同委員の岩永修一氏が令和４年６月３０日

をもって任期満了となることから、引き続き同氏を同委員に推薦したいので、人権擁護委

員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求めるものでございます。 
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 次に、諮問第２号から諮問第４号についてでございますが、いずれも同委員である徳久

陽子氏、杉田淳子氏、中武功見氏が令和４年６月３０日をもって任期満了となることから、

諮問第２号につきましては長谷川ゆり子氏、諮問第３号につきましては金田一成氏を、諮

問第４号につきましては河野恵子氏を新たに同委員に推薦したいので、人権擁護委員法第

６条第３項の規定により議会の意見を求めるものでございます。 

 以上、４件につきまして御意見を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（緒方 直樹）  続いて、本４件のうち、再任を除き、略歴の説明を求めます。総務

課長。 

○総務課長（野中 康弘君）  総務課長。それでは、諮問第２号から諮問第４号まで順次略

歴の説明を申し上げます。 

 まず、諮問第２号でございますが、氏名、長谷川ゆり子。生年月日、昭和３６年１０月

２０日生まれ、６０歳。現住所、高鍋町大字北高鍋３４９５番地１。 

 最終学歴、昭和５８年３月、奈良文化女子短期大学教養学部教養学科卒業。 

 職歴等、昭和５５年４月、株式会社福西。昭和５８年８月、同上退職。昭和６０年９月、

奈須接骨院。昭和６１年１０月、同上退職。昭和６１年１１月、有限会社長谷川食品。平

成８年１１月、有限会社長谷川修身商店取締役で現在に至っておられます。 

 次に、諮問第３号でございますが、氏名、金田一成。生年月日、昭和３７年１０月

１４日生まれ、５９歳。現住所、高鍋町大字北高鍋５２０８番地。 

 最終学歴、昭和６０年３月、福岡大学経済学部経済学科卒業。 

 職歴等、昭和６１年４月、有限会社四季亭。平成７年８月、同上取締役。平成１６年

８月、同上代表取締役。令和３年１月、同上顧問。令和４年１月、同上退職で現在に至っ

ておられます。 

 次に、諮問第４号でございますが、氏名、河野恵子。生年月日、昭和３８年２月１２日

生まれ、５９歳。現住所、高鍋町大字持田１３８５番地３。 

 最終学歴、昭和５８年３月、西山短期大学仏教科福祉コース卒業。 

 職歴等、昭和５８年４月、高鍋町職員採用、高鍋町立高鍋西小学校調理員。平成４年

４月、高鍋町立高鍋東小学校調理員。平成１６年４月、高鍋町教育委員会教育総務課主査。

平成１８年４月、高鍋町町民課主査。平成２１年４月、高鍋町教育委員会教育総務課主査。

平成２６年３月、高鍋町退職で現在に至っておられます。 

 以上でございます。 

○議長（緒方 直樹）  以上で、説明は終わりました。 

 これから一括して質疑を行います。質疑はありませんか。１１番、中村末子議員。 

○１１番（中村 末子君）  １１番。推薦されるに当たり、どのような留意点があったでし

ょうか、お伺いします。（「留意点ですか」と呼ぶ者あり） 

 答えづらいなら２回目の分まで言います。 

○議長（緒方 直樹）  いいですか。じゃ、これ１回目ということですね。 
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○１１番（中村 末子君）  すみません。２回目の分まで言います、続けて。 

○議長（緒方 直樹）  だから、１回目で２回目の分まで言うということですね。 

○１１番（中村 末子君）  いやいや、違う違う。 

○議長（緒方 直樹）  ２回目ということですか。 

○１１番（中村 末子君）  もう２回目でいいから……。 

○議長（緒方 直樹）  ありがとうございます。 

○１１番（中村 末子君）  それで答えてください。 

 なぜ留意点と申し上げたのかということの一番大きな理由は、やはり人権擁護委員とい

うのは、国際感覚でいけば、ジェンダーの問題とか、いろんな問題点が今一番出てきてい

ます。人権擁護に関しては例えば虐待、そういうものもあると思うんです。だから、法的

な処置をしなければならない、そういった案件が数多く、ひょっとしたら相談があるかも

しれないという、私、やはりそういう気持ちを持ったわけです。 

 そうなってくると、弁護士資格を持ってとか、そういうことは私申し上げませんよ。そ

ういうことではなく、ある程度やっぱり研修をしたり、いろんなことをやっぱりやってい

かないと対応できない世の中になってきているというのが、私の率直な感想なんです。 

 だから、せっかく人権擁護委員さんになっていただいても、その職が全うできないとな

ると、本人も特に悩まれると思うんです。だから、そのことから関して、やはりバックフ

ォローをしていく必要があると思うんです。 

 だから、このためには、やはり法務省に対して、しっかりとした研修ができること、そ

して、弁護士とは常に連絡が取れるような状況をつくっておくこと、いろんなことをしっ

かりとしていかないと、せっかく人権擁護委員さんになっていただいても、私は途中で、

こんなときにどんな対応をしたらいいんだろうかと言うところで悩んでいかれる要因も出

てくるんではないかというふうに気になるところなんです。 

 そして、今の現代社会は本当に複雑で、ジェンダーの問題でも私たちが前思っていたよ

うな状況ではない。私たちが思っていたような状況でないからこそ、それについて行くの

は本当に大変なんですよ。 

 だから、そのことをやはり現代の法に照らして、そして現代の社会に照らして、どうい

った形でアドバイスをしたり、対応したりすることが必要なのかということを、どういう

ふうに考えていらっしゃるのかと、それをちゃんと総務課長のほうから、今度人権擁護委

員の推薦をするに当たって、本人たちにしっかりと伝えていただいたと思うんです。 

 そういうことであればちょっと私、人権擁護委員にはなれませんとかいうこともひょっ

としたらあるかもしれません。私は、だからそこが非常に気になっているんですね。 

 だから、ある程度やはり法務省に対してしっかりとそういったジェンダー問題を含めた

形での法的なバックフォローをしていく必要があるんじゃないかなというふうに思ってい

るんです。 

 ただ単に、だから人権擁護委員に推薦するに当たって、やはり、私たち議員はあまり関
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係ないかもしれませんけれども、例えば、執行部のほうでどれだけそれをバックフォロー

できるような体制というのはできているのかということが非常に気になっているところが

あるんです。だから留意点と申し上げたんですけれども。 

 だから、そのことをどういうふうに考えて、この推薦をお願いされたのかということを

ちょっとお聞きしたいなと思っています。 

○議長（緒方 直樹）  総務課長。 

○総務課長（野中 康弘君）  総務課長。人権擁護委員の、例えば相談業務等の経験が全く

ない方に対するフォローにつきましては、法務局のほうでも、経験がない方でも務めてい

ただけるように様々な研修の機会を設けております。 

 具体的には、委嘱時の研修として、初めて委嘱されたとき、それから、委嘱後の６か月

以内で行う第１次の研修、それから、委嘱後２年以内に実施する第２次研修、それから、

初めて再委嘱されてから１年以内で行う第３次研修ということで、経験年数に応じた研修

のプログラムが用意されているようでございます。 

 また、法務局職員のフォロー、それから、先輩委員のフォローなどもございますので、

そういった研修の中で人権擁護委員としてのスキルというものを身につけていかれるもの

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（緒方 直樹）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（緒方 直樹）  これで質疑を終わります。 

 本件は人事案件でありますので、討論を省略し、これから１件ごとに採決を行います。 

 まず、諮問第１号を起立によって採決します。本件は適任とすることに賛成議員は御起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（緒方 直樹）  起立全員と認めます。したがって、諮問第１号人権擁護委員の推薦

については、適任とすることに決定いたしました。 

 次に、諮問第２号を起立によって採決します。本件は適任とすることに賛成議員は御起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（緒方 直樹）  起立全員と認めます。したがって、諮問第２号人権擁護委員の推薦

については、適任とすることに決定いたしました。 

 次に、諮問第３号を起立によって採決します。本件は適任とすることに賛成議員は御起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（緒方 直樹）  起立全員と認めます。したがって、諮問第３号人権擁護委員の推薦

については、適任とすることに決定いたしました。 
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 次に、諮問第４号を起立によって採決します。本件は適任とすることに賛成議員は御起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（緒方 直樹）  起立全員と認めます。したがって、諮問第４号人権擁護委員の推薦

については、適任とすることに決定いたしました。 

 ここで、暫時休憩したいと思います。再開を１３時１５分からといたします。 

午後０時03分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時15分再開 

○議長（緒方 直樹）  再開します。 

────────────・────・──────────── 

日程第１０．議案第７号 

日程第１１．議案第８号 

日程第１２．議案第９号 

日程第１３．議案第１０号 

日程第１４．議案第１１号 

日程第１５．議案第１２号 

○議長（緒方 直樹）  日程第１０、議案第７号令和３年度高鍋町一般会計補正予算（第

１７号）から、日程第１５、議案第１２号令和３年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別

会計補正予算（第２号）まで、以上６件を一括議題といたします。 

 一括して提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（黒木 敏之君）  町長。議案第７号令和３年度高鍋町一般会計補正予算（第

１７号）から、議案第１２号令和３年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算

（第２号）までを一括して提案理由を申し上げます。 

 まず、議案第７号令和３年度高鍋町一般会計補正予算（第１７号）についてでございま

すが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ６７６万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ１３０億２,３１４万７,０００円とするものでございます。今回の補正は、

主に令和３年度の事業費確定等に伴い、歳入歳出予算の調整を行うものでございます。 

 補正の主なものといたしましては、歳出では町内事業者緊急支援金などの新型コロナウ

イルス感染症対策費として実施した事業費確定等に伴う調整のほか、事業取下げに伴う畜

産競争力強化整備事業補助金の減額、事業費確定に伴う総合体育館大規模改修事業等の工

事請負費の減額、保育士等の処遇改善臨時特例事業の実施に伴い、保育士・幼稚園教諭等

処遇改善臨時特例事業補助金を増額するとともに、基金積立金を増額するものでございま

す。 

 歳入では、事業費確定に伴う国県支出金の調整、また一般寄附金として７０万円、教育

寄附金として２２１万５,０００円を受け入れるため増額するものでございます。 
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 あわせまして、総合体育館大規模改修事業の継続費の変更、会議録編集事業ほか１２件

の繰越明許費の追加、公金支出金返還等請求事件に係る訴訟委任ほか３件の債務負担行為

の追加、及び中学校施設環境改善交付金事業ほか４件の地方債の追加、及び変更を行うも

のでございます。 

 次に、議案第８号令和３年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について

でございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ４,５４０万８,０００円を増額し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ２５億１,８９４万６,０００円とするものでございます。 

 補正の主な内容といたしましては、歳出では、見込みに伴う保険給付費の増額、総務費、

総務管理費及び特定健康診査等事業費の委託料の減額で、歳入では、県支出金、普通交付

金、繰越金の増額、一般会計繰入金、基金繰入金及び諸収入の減額でございます。 

 次に、議案第９号令和３年度高鍋町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい

てでございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ１,２８７万９,０００円を増額し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ５億５,３１６万４,０００円とするものでございます。 

 補正の主な内容といたしましては、後期高齢者医療広域連合納付金の確定に伴う調整で

ございます。 

 次に、議案第１０号令和３年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第３号）について

でございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ１,２２６万９,０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ３億３,５２９万５,０００円とするものでございます。 

 補正の主なものといたしましては、歳出では、令和２年度の決算額の確定に伴う消費税、

修繕料及び工事請負費等の減額で、歳入では、下水道債及び一般会計繰入金の減額でござ

います。 

 次に、議案第１１号令和３年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第３号）についてで

ございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ２万２,０００円を増額し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ２０億１,５２３万５,０００円とするものでございます。 

 補正の内容といたしましては、歳出では、介護給付費準備基金積立金の増額で、歳入で

は、基金積立金利子の増額でございます。 

 次に、議案第１２号令和３年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算（第

２号）についてでございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ１６７万６,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２,２７４万６,０００円とするものでございま

す。 

 補正の内容といたしましては、歳出では、一ツ瀬川雑用水管理基金積立金の増額で、歳

入では、繰越金の増額でございます。 

 以上、６件の議案につきまして、御審議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（緒方 直樹）  続いて、担当課長の詳細説明を求めます。 

 財政経営課長。 

○財政経営課長（飯干 雄司君）  財政経営課長。議案第７号令和３年度高鍋町一般会計補
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正予算（第１７号）について、詳細説明を申し上げます。 

 今回の補正は、新型コロナウイルス感染症の影響で実施できなかった事業等に係る経費

の減額及び事業費の確定または見込みに伴う歳入歳出の調整、並びに財源更正が主なもの

となっております。 

 それでは、歳出から御説明申し上げます。 

 ３２、３３ページを御覧ください。 

 議会費でございます。会議録編集業務委託３３万６,０００円でございますが、３月議

会の会議録作成につきまして、今年度内に着手できるように増額するものでございます。

減額分は、新型コロナウイルス感染症の影響で行政調査、行事等が中止になったことによ

るものでございます。 

 次に、総務費、総務管理費でございます。 

 まず、３２、３３ページから３４、３５ページ、一般管理費についてでございます。 

 ３５ページ、弁護委託料でございますが、公金支出金返還等請求事件に係る弁護委託の

着手金を計上するものでございます。 

 そのほかの一般管理費につきましては、見込みによる調整でございます。 

 財政管理費についてでございますが、ふるさと納税に係る経費につきまして、見込みに

より調整を行っております。 

 郵便料につきましては、昨年１０月の返礼品見直しの影響もあり、寄附件数が減少する

見込みであるため減額、ワンストップ特例申請受付業務委託につきましては、寄附件数の

減少に加え、可能な限り職員が事務処理を行い、委託契約を繁忙期のみに限定して経費節

減を図ったことにより減額しております。 

 ふるさとづくり基金積立金は、寄附額から経費を差し引いた４億３,７４２万５,０００円

を積み立てることができる見込みでございますので、１,２２２万円を増額するものでご

ざいます。 

 ３４、３５ページから３８、３９ページ、財産管理費についてでございます。 

 ３４、３５ページから３６、３７ページの基金管理費につきまして、財政調整基金積立

金は、財政調整基金利子１７万９,０２６円及び財源調整３億８,９０５万１,０００円に

より、３億８,９２３万１,０００円の増額、減債基金積立金は、国が令和３年度の臨時財

政対策債発行可能額の２７.４％相当額を臨時財政対策債償還基金費として、基準財政需

要額に算入して再算定を行ったため、その額を今年度の償還に充てるため８,４５９万円

の増額、公共施設等整備基金積立金は利子、ふるさとづくり基金、地域づくり積立金につ

きましては、有限会社河原肥料店様から、学校のために役立ててほしいということで御寄

附を頂きました１００万円、及び柿原政一郎氏の孫、三木俊子様、川上典子様、中村弘子

様の３名から図書館のために役立ててほしいということで御寄附の申出がありました

１００万円の合計２００万円を積み立てるもの、子育て支援基金積立金は、九州防衛局の

再編関連訓練移転等交付金を原資に増額するものでございます。 
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 庁舎管理費、財産管理費につきましては、主に入札による執行残の減額。 

 公用車管理費につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により行事等が中止さ

れたことによる減額でございます。 

 ３８、３９ページ、企画費につきましては、主に見込みによる減額でございます。 

 ３８、３９ページから４０、４１ページの諸費、交通安全対策費、電算化推進費につき

ましては、主に見込みによる減額でございますが、４０、４１ページの諸費のうち地方バ

ス路線維持費補助金につきましては、宮崎交通バスの高鍋・都農間におきまして、新型コ

ロナウイルス感染症対策としての公共交通事業者支援金を充当したことによる減額でござ

います。 

 ４０、４１ページの総務費、町税費の税務総務費につきましては、見込みによる減額で

ございます。 

 ４２、４３ページの総務費、戸籍住民基本台帳費につきましては、住民記録システムに

おきまして、マイナンバーカード所有者の転入転出の手続をシステム上でワンストップ化

させるためのシステム改修費、及び地方公共団体情報システム機構が行うマイナンバー

カード関連の事務委任に対する交付金を増額するものでございます。 

 ４２、４３ページから４４、４５ページの総務費、選挙費の衆議院議員選挙費及び総務

費、統計調査費の経済統計調査費について、こちらは、いずれも見込みによる減額でござ

います。 

 続きまして、４６、４７ページから５０、５１ページまでの民生費、社会福祉費及び児

童福祉費につきましては、主に見込みによる増額及び減額でございます。 

 ４９ページ中ほどにございます新型コロナウイルス感染症対策費につきまして、子育て

世帯への臨時特別給付金は、給付金支給の基準日である９月３０日以降に離婚した世帯に

向けた支援給付金制度が創設されたことに伴う増額、新型コロナウイルス感染症対策利用

料減免事業補助金につきましては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、放課後

児童クラブを一時閉鎖及び利用自粛要請したことに伴うもの、保育士・幼稚園教諭等処遇

改善臨時特例事業補助金及び放課後児童支援員等処遇改善臨時特例事業補助金は、国が打

ち出しました保育士・幼稚園教諭及び放課後児童支援員に対する処遇改善に対する補助金

の増額になります。 

 続きまして、５０、５１ページから５２、５３ページの衛生費、保健衛生費及び清掃費

でございます。 

 ５０、５１ページの予防費でございますが、新型コロナウイルス感染症対策費におきま

して、ワクチン接種謝礼は町外の医師及び看護師が、高鍋町のワクチン接種に従事したこ

とに対する謝礼で、実績見込みによる減額、新型コロナウイルスワクチン接種委託は、

３回目のワクチン接種に係る費用の増額でございます。 

 ５２、５３ページのじんかい処理費でございますが、町指定ごみ袋の販売が増えている

ため、販売委託料を増額しております。これは、新型コロナウイルス感染症の影響により、
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家庭内における消費行動の増加、いわゆる巣ごもり需要によるものと推測しております。 

 ５２、５３ページから５６、５７ページの農林水産業費、農業費及び林業費につきまし

ては、主に見込みによる増減でございます。 

 ５４、５５ページ、一番上の畜産競争力強化整備事業補助金につきましては、ＴＭＲセ

ンターの事業取下げに伴う減額でございます。 

 ５８、５９ページの商工費についてでございますが、主に見込みによる増減でございま

す。 

 商工業振興費の新型コロナウイルス感染症対策費におきまして、町内事業者緊急支援金

は、５月と８月に発令された宮崎県独自の緊急事態宣言による売上減少等の影響を受けた

事業者に対する支援金でございますが、延べ８８０件の見込みに対しまして、申請が

５１４件にとどまったことによる減額でございます。 

 キャッシュレスポイント還元事業委託につきましては、見込みよりも利用が少なかった

ことによる減額でございます。 

 観光費の春季キャンプ激励品及びスポーツ合宿補助金につきましては、新型コロナウイ

ルス感染症の影響でキャンプが中止となったものがあることから、減額するものでござい

ます。 

 ６０、６１ページから６４、６５ページの土木費、土木管理費、道路橋梁費、河川費、

都市計画費及び住宅費についてでございますが、主に事業費の確定見込みによる増減及び

財源更正でございます。 

 なお、６０、６１ページから６２、６３ページの道路新設改良費におきまして、社会資

本整備総合交付金事業費内で事業費の調整を行うものでございます。 

 ６４、６５ページから６６、６７ページの消防費についてでございますが、操法大会、

防災訓練、消防始め式が中止となったため、消防団員への費用弁償等を減額しております。 

 東児湯消防組合負担金につきましては、負担金の確定による減額でございます。 

 ６６、６７ページから６８、６９ページまで、教育費、教育総務費の事務局費について

でございます。 

 高鍋町育英会出資金は寄附によるもの、国際交流基金積立金は利子を積み立てるもの、

姉妹都市交流事業費につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により事業が中止

となりましたので減額するものでございます。 

 ６８、６９ページから７４、７５ページまで、教育費、小学校費及び中学校費について

でございますが、主に見込みによる減額でございます。 

 この中で、学校の光熱水費についてでございますが、新型コロナウイルス感染症対策の

ための小まめな換気、ＧＩＧＡスクール構想による児童生徒１人１台のタブレットの充電

及びネットワーク機器の導入、原油価格の高騰などが影響し見込みにより増額するもので

ございます。 

 また、７３ページ中ほどの学校管理費、西中学校費、工事請負費についてでございます
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が、令和４年度に事業実施を予定しておりました西中学校のトイレ改修事業につきまして、

国の補正予算の内示がございましたので、３,１９０万円を今回計上するものでございま

す。 

 ７４、７５ページから７８、７９ページまでの教育費、社会教育費についてでございま

す。 

 ７４、７５ページの社会教育総務費、７６、７７ページの公民館費の照明音響操作手数

料、生涯学習推進費につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により会議、大会、

各種教室等が開催できなかったことによる減額でございます。 

 図書館費、図書館老朽化対策工事管理委託につきましては、設計段階において職員で対

応できる部分を除くなど事業費を削減したことなどにより減額するものでございます。 

 また、図書館老朽化対策工事の減額は、入札残など事業費の見込みによるものでござい

ます。 

 ７８、７９ページの文化振興費、全国大会出場奨励金についてでございますが、高鍋町

内の和太鼓グループ舞鶴一座秋月鼓童の皆さんが、日本太鼓ジュニアコンクール宮崎県大

会において最優秀賞に選ばれ、富山市で行われます全国大会に出場することによるもので

ございます。 

 ７８、７９ページから８２、８３ページの教育費、保健体育費についてでございます。 

 ７８、７９ページの保健体育総務費につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響

で、舞鶴ロードレース、少年団の姉妹都市交流事業のほか、社会体育関係の会議等が中止

になったことによる減額でございます。 

 ７８、７９ページから８０、８１ページの体育施設費につきましては、２か年度にわた

り行ってまいりました総合体育館大規模改修事業が終了しましたので、その執行残を減額

するものでございます。 

 ８０、８１ページから８２、８３ページの学校給食費におきましては、東小学校の燃料

費、給食センターの燃料費及び光熱水費を見込みにより増額するものでございます。 

 歳出の最後、公債費につきましては、実績により減額するものでございます。 

 続きまして、歳入について御説明申し上げます。 

 ページは１６、１７ページになります。 

 森林環境譲与税から地方交付税までにつきましては、交付額の確定により計上するもの

でございます。 

 地方特例交付金につきましては、個人住民税における住宅借入金等特別税額控除の実施

に伴う地方公共団体の減収を補填する個人住民税減収補填特例交付金、自動車税及び軽自

動車税の環境性能割の臨時的軽減による地方公共団体の減収を補填するため、自動車税減

収補填特例交付金、軽自動車税減収補填特例交付金により算定されております。 

 普通交付税につきましては、地域社会のデジタル化に集中的に取り組むための経費の財

源を措置するため、地域デジタル社会推進費が創設されるなど、基準財政需要額が増加す
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るとともに、新型コロナウイルス感染症の影響により市町村民税法人税割など基準財政収

入額が減少したことによるもので、それに併せて国の補正予算に基づく事業を円滑に実施

するために、必要な経費を算定するため、基準財政需要額の臨時費目として臨時経済対策

費を創設するなどして普通交付税の再算定が行われ、高鍋町におきましては１億４,５４８万

１,０００円の増額変更決定がされたことなどによる増額でございます。 

 １６、１７ページから１８、１９ページの使用料につきましては、いずれも新型コロナ

ウイルス感染症の影響により施設の利用が減少したため減額するものでございます。 

 １８、１９ページの国庫支出金、国庫負担金から２４、２５ページの県支出金、委託金

までにつきましては、歳出で計上しております事業確定見込額に基づき、それぞれの事業

における補助率等のルールにより算出しているものでございます。 

 ２６、２７ページ、財産収入、財産運用収入でございますが、それぞれの基金の利子を

見込みにより計上しております。 

 続きまして、寄附金についてでございますが、これも確定見込額により計上しておりま

す。このうち、歳出でも申し上げましたが、教育寄附金１１９万９,０００円のうち

１００万円と小中学校寄附金１００万円、合わせて２００万円につきましては、今年度基

金に積み、翌年度において活用させていただくものでございます。 

 繰入金、基金繰入金につきましては、充当事業の財源調整を行うものでございます。 

 ２８、２９ページの子育て支援基金繰入金につきましては、子ども医療費支援に充てる

ものでございます。 

 ２８、２９ページから３０、３１ページの諸収入、受託事業収入及び雑入、詳細につき

ましては、事業費の確定見込額による増減でございます。 

 あわせまして、６ページでございますが、総合体育館大規模改修事業の継続費の変更、

７ページの会議録編集事業ほか１２件の繰越明許費の追加、８ページの公金支出金返還等

請求事件に係る訴訟委任ほか３件の債務負担行為の追加を行うものでございます。 

 詳細説明は以上でございます。 

○議長（緒方 直樹）  健康保険課長。 

○健康保険課長（川野 和成君）  健康保険課長。健康保険課関係分について詳細説明を申

し上げます。 

 まず、議案第８号令和３年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について、

詳細説明を申し上げます。 

 歳出から御説明申し上げます。 

 補正予算書の１０、１１ページをお開きください。 

 総務費、総務管理費、一般管理費につきましては、市町村事務処理標準システム導入委

託の令和３年度執行分の執行残を減額するものでございます。 

 次に、保険給付費、一般被保険者療養給付費及び一般被保険者高額療養費につきまして

は、本年度実績を鑑み不足が見込まれることから、それぞれ増額するものでございます。 
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 保険事業費、特定健康診査等事業費の委託料につきましては、新型コロナウイルス感染

拡大の影響により受診者数の制限や実施日数を減らしたことにより減額するものでござい

ます。 

 続きまして、歳入でございます。 

 ６ページ、７ページをお開きください。 

 県支出金、県補助金、保険給付費等交付金、普通交付金についてでございますが、歳出

の一般被保険者療養給付費、高額療養費の増額分が交付されるものでございます。 

 次に、繰入金、一般会計繰入金について、保険基盤安定繰入金、財政安定支援事業繰入

金、それぞれの相当額が確定したことに伴う調整でございます。 

 次に、基金繰入金、国民健康保険基金繰入金は財源調整でございます。 

 次に、繰越金、その他繰越金につきましては、令和２年度からの繰越金を全額計上する

ものでございます。 

 ８ページ、９ページをお開きください。 

 諸収入、雑入、一般被保険者第三者納付金につきましては、実績見込みに伴い減額、特

定健康診査等負担金、国民健康保険事業納付金償還金は過年度実績の確定に伴い増額する

ものでございます。 

 続きまして、議案第９号令和３年度高鍋町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

について詳細説明を申し上げます。 

 歳出から御説明申し上げます。 

 補正予算書の８ページ、９ページをお開きください。 

 総務費、賦課徴収費、役務費は、コンビニ収納手数料が不足する見込みであることから、

増額するものでございます。 

 後期高齢者医療広域連合納付金でございますが、保険基盤安定負担金、共通経費負担金、

療養給付費負担金につきましては、後期高齢者医療広域連合の運営に係る負担金が確定し

たため、予算書のとおり減額または増額するものでございます。 

 次に、保健事業、保健保持・増進事業費、健康診査費につきましては、健康審査委託の

実績見込みに伴い減額するものでございます。 

 続きまして、歳入でございます。 

 ６ページ、７ページをお開きください。 

 繰入金、一般会計繰入金、共通経費負担繰入金、療養給付費負担繰入金は、いずれも歳

出に合わせて一般会計からの繰入金を減額、または増額するものでございます。 

 諸収入受託事業収入の健診受託事業収入は、歳出に合わせて減額するものでございます。 

 続きまして、議案第１１号令和３年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第３号）につ

いて、詳細説明を申し上げます。 

 歳出から御説明申し上げます。 

 補正予算書の８ページ、９ページをお開きください。 
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 基金積立金、介護給付費準備基金積立金につきましては、準備基金積立金利子を積み立

てるものでございます。 

 続きまして、歳入でございます。 

 ６ページ、７ページになります。 

 財産収入、財産運用収入につきましては、利子及び配当金につきまして、介護給付費準

備基金積立金利子が確定したことによりまして、増額するものでございます。 

 以上で、健康保険課関係分の説明を終わります。 

○議長（緒方 直樹）  上下水道課長。 

○上下水道課長（吉田 聖彦君）  上下水道課長。議案第１０号令和３年度高鍋町下水道事

業特別会計補正予算（第３号）について、詳細を説明いたします。 

 まず、１０ページ、１１ページの歳出から御説明いたします。 

 総務費の委託料につきましては、下水道接続増に伴う徴収事務委託の増額、公課費につ

きましては、消費税の額確定に伴う減額でございます。 

 次に、施設管理費の需要費、消耗品費につきましては、浄化センターの薬剤使用量の減

に伴う減額、修繕料につきましては、修繕予定の資材が年度内に納入できないことから、

次年度の修繕としたことによる減額、役務費の汚泥引き抜き手数料につきましては、マン

ホールポンプの汚泥の現況により、引き抜き箇所を３か所としたことによる減額、工事請

負費につきましては、今年度中の公共ますの取り出しの計画を考慮しての減額でございま

す。 

 次に、８ページ、９ページの歳入について御説明いたします。 

 一般会計繰入金につきましては、歳入歳出の調整による減額でございます。 

 町債の下水道債につきましては、汚水管渠布設工事を減額したことによる減額でござい

ます。あわせまして、４ページ、５ページの地方債の限度額の補正を行うものでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（緒方 直樹）  農業政策課長。 

○農業政策課長（渡部 忠士君）  農業政策課長。議案第１２号令和３年度高鍋町一ツ瀬川

雑用水管理事業特別会計補正予算（第２号）につきまして、詳細を説明させていただきま

す。 

 今回の補正は、事業費の確定に伴います積立金に係る歳入と歳出の計上でございます。 

 まず、歳出のほうから御説明を差し上げます。 

 お手元の予算書、８ページ、９ページをお開きください。 

 款、農林水産業費、項、農地費、目、総務費でございます。節の積立金でございますけ

れども、３年度の事業費確定に伴いまして１６７万６,０００円、こちらのほうを積立金

としまして、一ツ瀬川雑用水管理基金積立金に増額計上するものでございます。 

 続きまして、歳入について御説明をさせていただきます。 
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 お手元の予算書は６ページ、７ページでございます。 

 歳入でございます。 

 こちらのほう、令和３年度の繰越額の確定によりまして、積立金として歳出計上いたし

ました１６７万６,０００円につきまして、全額繰越金として計上をさせていただいたと

いうものでございます。 

 以上、詳細説明を終わらせていただきます。 

○議長（緒方 直樹）  以上で、説明は終わりました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．議案第１３号 

日程第１７．議案第１４号 

日程第１８．議案第１５号 

日程第１９．議案第１６号 

日程第２０．議案第１７号 

日程第２１．議案第１８号 

日程第２２．議案第１９号 

日程第２３．議案第２０号 

日程第２４．議案第２１号 

日程第２５．議案第２２号 

日程第２６．議案第２３号 

日程第２７．議案第２４号 

日程第２８．議案第２５号 

日程第２９．議案第２６号 

日程第３０．議案第２７号 

日程第３１．議案第２８号 

○議長（緒方 直樹）  日程第１６、議案第１３号町道路線の認定についてから、日程第

３１、議案第２８号令和４年度高鍋町水道事業会計予算まで、以上１６件を一括議題とい

たします。 

 一括して提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（黒木 敏之君）  町長。議案第１３号町道路線の認定についてから、議案第２８号

令和４年度高鍋町水道事業会計予算までを一括して提案理由を申し上げます。 

 まず、議案第１３号町道路線の認定についてでございますが、馬場田１線は太平寺地区

第３班の生活道路であり、道路名義が当時開発を行った会社名義で管理ができていない状

況でしたが、今回、町への名義変更が完了したため、町道として認定を行うものでありま

す。 

 大池久保２線及び大池久保３線は道路沿いの住宅の改築等が行えるように、町道として

認定するものであります。 
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 以上、３路線につきまして、道路法の規定に基づき議会の議決を求めるものでございま

す。 

 次に、議案第１４号高鍋町工業用地造成事業特別会計設置条例の廃止についてでござい

ますが、本案につきましては、工業用地造成事業が完了し、その起債の償還も本年度で終

了したことから、本会計を廃止したいので議会の議決を求めるものでございます。 

 次に、議案第１５号高鍋町消防団条例の一部改正についてでございますが、本案につき

ましては、消防団員の処遇改善を推進するため、出動報酬の創設等を内容とする非常勤消

防団員の報酬等の基準が定められたこと等に伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 次に、議案第１６号高鍋町職員の育児休業等に関する条例の一部改正についてでござい

ますが、本案につきましては、育児休業、介護休業等育児または家族介護を行う労働者の

福祉に関する法律の改正により、有期雇用労働者の育児、介護休業取得要件の緩和の措置

が講じられ、育児休業を取得しやすい雇用環境整備及び妊娠、出産の申出をした労働者に

対する個別の周知、意向確認の措置が義務づけられることとなったことから、関係条例に

ついて所要の改正を行うものでございます。 

 次に、議案第１７号高鍋町国民健康保険税条例の一部改正についてでございますが、本

案につきましては、全世帯対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を

改正する法律において、未就学児に係る非保険者均等割額の軽減措置が導入されたことな

どに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 次に、議案第１８号高鍋町高齢者等多世代交流拠点施設の設置及び管理に関する条例の

一部改正についてでございますが、本案につきましては、本施設の一部を借り受けている

特定非営利活動法人に施設を有効活用していただくために、交流室の１室の貸出しを除く

改正を行うものでございます。 

 次に、議案第１９号高鍋町議会議員及び高鍋町長の選挙における選挙運動の公費負担に

関する条例の制定についてでございますが、本案につきましては、町の選挙における立候

補に係る環境を改善することなどを目的とした公職選挙法の一部を改正する法律の施行に

伴い、選挙費用の公費負担に関して必要な事項を定めるため条例を制定するものでござい

ます。 

 次に、議案第２０号令和４年度高鍋町一般会計予算についてでございますが、本案につ

きましては、昨年６月に閣議決定されました経済財政運営等改革の基本方針２０２１、い

わゆる骨太の方針におきまして、感染症に対して強靱で安心できる経済社会の構築、経済

の好循環の加速、拡大を柱とし、その実現のために成長を生み出す４つの原動力として、

グリーン社会の実現、官民挙げたデジタル化の加速、日本全体を元気にする活力ある地方

づくり、少子化の克服、子どもを産みやすい社会の実現を掲げ、内外の変化を捉え構造改

革を戦略的に進め、ポストコロナの持続的な成長基盤をつくることとしています。 

 高鍋町におきましては、令和２年７月２２日に新型コロナウイルス感染症の感染者が町

内で初めて確認されて以降、昨年９月までに１８５名の感染が確認されました。その後、



- 36 - 

しばらく沈静化しておりましたが、オミクロン株を中心とした感染が猛威を振るい、今年

に入ってからの感染者は２か月間で２００人を超え、まん延防止等重点措置が適用される

厳しい状態が続いており、地域経済の回復もいまだ見通すことができない状況でございま

す。 

 町の財政状況におきましても、社会保障関係費の伸び、公共施設の大規模改修工事など

による公債費の増嵩などにより厳しい状況が続いており、今後、小中学校総合運動公園野

球場などの施設の老朽化対策のための費用が、町財政に対して大きな負担となってのしか

かってくることが懸念されています。 

 このような状況におきまして、農畜産業が豊かになってこそ商工業は潤い、町が元気に

なるという高鍋町を発展させる理念の下、本町も産業振興、教育、福祉、子育て、高齢者

支援、防災、住環境整備をまちづくりの柱に、変化する未来を予想し、国が提唱するゼロ

カーボンシティー、ＳＤＧｓ未来都市、スマートシティー、スマートウェルネスシティー、

みどりの食料システム戦略という未来都市構想と国の戦略を加え、１０項目の達成すべき

目標をさらに充実した内容の戦略として構築し、施策の優先順位を洗い直して、優先して

実施すべき事業に集中して予算を編成したところでございます。 

 令和４年度一般会計当初予算は、歳入歳出それぞれ９９億９,８００万円となり、令和

３年度当初予算は骨格予算として編成したため、参考までに申し上げますが、前年度当初

より４億１,０００万円、率にして４.２８％の増となったところでございます。 

 それでは、概要につきまして、歳入から御説明申し上げます。 

 町税についてでございますが、町民税はコロナ禍前の額までは戻らないものの、前年度

より増収を見込んでおります固定資産税につきましては、償却資産に係る固定資産税の増

収を見込んでおります。 

 地方譲与税から地方交付税までにつきましては、令和３年度決算見込み及び総務省が取

りまとめました令和４年度地方財政対策を基に算定しております。なお、臨時財政対策債

につきましては、地方財政対策において６７.５％の減とされているため、大幅な減を見

込んでおります。 

 国・県支出金につきましては、計画しております事業につきまして、活用できる国・県

の制度に基づき算定しております。 

 寄附金につきましては、ふるさと納税による寄附を１０億円計上しております。 

 繰入金及び町債につきましては、計画しております事業の内容により、有効活用できる

地方債の種類、償還額に対する交付税措置の有無、起債残高の見通し、財政の健全性等を

それぞれの事業ごとに総合的に判断し、公共施設等整備基金、ふるさとづくり基金等から

の繰入れ及び地方債の活用を選択し、計上したところでございます。 

 続きまして、歳出につきまして、目的別歳出予算ごとに主なものを御説明申し上げます。 

 議会費につきましては、議会運営に要する経費を計上しております。 

 総務費につきましては、戸籍住民票、税などに関わる電算機器運用に要する経費、生活
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安全、公共交通、ふるさと納税等に要する経費を計上しております。 

 選挙関係についてでございますが、町議会議員、参議院議員、県知事、県議会議員の各

選挙に要する経費を計上しております。 

 また、令和４年度新規事業として、町内循環バスに代わるデマンド交通運行事業、地域

新電力会社創業事業計画策定事業に要する経費を計上しております。 

 民生費につきましては、高齢者、子ども・子育て、障害者等の支援に要する経費等を計

上しております。 

 また、わかば保育園大規模改修工事についてでございますが、令和４年度の外構工事を

もちまして全ての工事が終わる予定でございます。 

 衛生費につきましては、各種予防接種、検診委託、ごみ、し尿収集及び処理に要する経

費等を計上しております。 

 農林水産業費につきましては、農業生産基盤整備のための多面的機能支払交付金補助金、

農業次世代人材投資資金、環境保全型農業育成支援事業補助金、高鍋木城有機農業推進協

議会補助金等を計上しております。 

 商工費につきましては、創業、新商品開発、地域商業活性化等の支援に要する補助金等

を計上しております。 

 土木費につきましては、防衛施設周辺道路改修等事業及び社会資本整備総合交付金事業

等による町道の整備、町営住宅の維持管理に要する経費等を計上しております。 

 消防費につきましては、消防団の消防自動車更新、東児湯消防組合運営のための負担金

等を計上しております。 

 教育費につきましては、学校生活支援員など会計年度任用職員に関わる経費、自治公民

館運営費補助金等を計上しております。 

 また、新型コロナウイルス感染症対策に関わる経費につきましては、令和３年度からの

繰越明許費に加え１億８,９７８万９,０００円を計上しております。 

 あわせまして、防衛施設周辺道路改修等事業の継続費の設定、老人福祉施設整備事業ほ

か１７件の地方債設定を行うものでございます。 

 以上が、令和４年度予算の概要でございますが、今後も義務的経費でございます扶助費、

公債費の負担は避けられず、厳しい財政運営を強いられる状況は続いていくものと推測さ

れます。限られた財源の中で、予算の重点化、効率化を図りながら、行財政運営に努めて

まいる所存でございます。 

 次に、議案第２１号令和４年度高鍋町国民健康保険特別会計予算についてでございます

が、予算総額は歳入歳出それぞれ２６億４,３５０万６,０００円となり、前年度当初予算

と比較すると８％の増でございます。 

 予算の主なものといたしましては、歳入では、保険税、県支出金及び一般会計からの繰

入金等でございます。歳出では、保険給付費、国民健康保険事業費納付金、保険事業費及

び諸支出金等でございます。 



- 38 - 

 次に、議案第２２号令和４年度高鍋町後期高齢者医療特別会計予算についてでございま

すが、予算総額は、歳入歳出それぞれ５億３,４７７万５,０００円となり、前年度当初予

算と比較すると０.７％の増でございます。 

 予算の主なものといたしましては、歳入では、保険料一般会計繰入金及び受託事業収入

等でございます。歳出では、保険料賦課徴収等の事務経費、後期高齢者医療広域連合への

納付金及び保険事業費でございます。 

 次に、議案第２３号令和４年度高鍋町下水道事業特別会計予算についてでございますが、

予算総額は、歳入歳出それぞれ３億４,１７６万８,０００円となり、前年度当初予算と比

較すると１.６％の減でございます。 

 予算の主なものといたしましては、歳入では、使用料、一般会計繰入金及び町債等でご

ざいます。歳出では、浄化センターの運転管理費等の委託料、工事請負費、人件費及び公

債費等でございます。 

 次に、議案第２４号令和４年度高鍋町介護認定審査会特別会計予算についてでございま

すが、予算総額は、歳入歳出それぞれ１,０６４万４,０００円となり、前年度当初予算と

比較すると０.５％の減でございます。 

 予算の内容は、高鍋町、新富町及び木城町の介護認定審査に要する経費で、予算の主な

ものといたしましては、歳入では、新富町、木城町の負担金及び介護保険特別会計繰入金

で、歳出では、委員報酬等の事務的経費でございます。 

 次に、議案第２５号令和４年度高鍋町介護保険特別会計予算についてでございますが、

予算総額は、歳入歳出それぞれ１９億５,３１４万７,０００円となり、前年度当初予算と

比較すると２％の増でございます。 

 予算の主なものといたしましては、歳入では、保険料、国・県支出金支払い基金交付金

及び一般会計繰入金で、歳入では、保険給付費及び地域支援事業費等でございます。 

 次に、議案第２６号令和４年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計予算についてで

ございますが、予算総額は、歳入歳出それぞれ１,７４０万円となり、前年度当初予算と

比較すると１６.９％の減でございます。 

 予算の主なものといたしましては、歳入では、使用料及び基金繰入金で、歳出では、

メーター検針等を行う会計年度任用職員報酬、一ツ瀬地区の国営施設使用料及び負担金で

ございます。 

 次に、議案第２７号令和４年度西都児湯固定資産評価審査委員会特別会計予算について

でございますが、予算総額は、歳入歳出それぞれ４３万１,０００円となり、前年度当初

予算と比較すると８.５％の減でございます。 

 予算の内容は、同委員会の審査をはじめとした委員会の運営に要する経費であり、予算

の主なものといたしましては、歳入では、構成市町村からの負担金、一般会計繰入金及び

繰越金で、歳入は、委員報酬等の事務的経費でございます。 

 次に、議案第２８号令和４年度高鍋町水道事業会計予算についてでございますが、給水
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戸数９,１４６戸、年間総配水量２３４万４,０００立方メートルを予定しての予算編成で

ございます。その結果、収益的収支は、収入総額５億５,３６５万９,０００円、支出総額

は４億８,７２５万４,０００円でございます。 

 収入の主なものは給水収益で、支出の主なものは、動力費、修繕費、企業債利息及び減

価償却費等でございます。 

 また、資本的収支は、収入総額７,５００万３,０００円、支出総額３億４,１６８万

９,０００円で、支出の主なものは、企業債償還金及び建設改良費等で、収入が支出に対

して不足する額につきましては、損益勘定留保資金等で補填するものでございます。 

 以上、１６件の議案につきまして御審議を賜りますようお願い申し上げます。 

────────────・────・──────────── 

○議長（緒方 直樹）  以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日は、これで散会いたします。 

午後２時12分散会 

────────────────────────────── 


